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別紙

委員長　　　　開会宣言
承認第１号

税務課長　　　承認第１号長久手市税条例の一部を改正する条例について説明

浅井委員　　　改正の内容（１）「土地に係る負担調整措置の適用年度を平成26年度
まで延長すること。」だが、どのような影響があるのか。

税務課長　　　固定資産税の場合、今年は３年間ごとの評価替えの年になる。平成
24年度から３年間、負担調整措置を延長することによって、急激な増
税負担を抑えることができる。

浅井委員　　　負担調整措置を取らなかった場合、数字的にはどうか。

同資産税係長　総務省が提示しているものでは、据え置きの水準に到達しているもの

で約96.2％がもう既に上がりきっている。まだ上がる水準にあるも

のは約３％ほどである。負担調整の特例が無くなるとまた上がっていく。

負担調整措置が取られていることによって抑えられている。なくなった

らどれくらい上がるかは計算していない。

川合委員　　　負担水準９割が２年間、その後は10割になる。そこでまた3,000万
円の増収か。

同資産税係長　平成23年度の段階で住宅用地の所有者が9,600人ほどで、その中で
税額が上昇すると見込まれる人が8,300人ほどいた。それにより3,000

万円の増収となる。平成23年度から平成24年度になって、それでも上
がる域にいる人は9,600人中1,700人ぐらいいる。南部の仮換地課税を
始めたので純粋に増えた数字は出せないが、同じ割合で増えたとすると、
平成25年度は3,400万円ほど、固定資産税だと平成23年度から平成
24年度では3,000万円、平成24年度から平成25年度は3,150万円ほ
どの増税試算である。

川合委員　　　専決する理由はわかるが、委員会に事前報告が必要ではないか。

市民生活部長　委員会報告については、他の議案とも考慮して相談してみる。

浅井委員　　　改正の内容（４）「非営利法人が固定資産税及び都市計画税の非課税

適用を受けようとする際にすべき申告について定めること。」だが、内

容についてどうか。

税務課長　　　４番目は指定があり非課税処置の概要ということで、図書館や博物館、

幼稚園を設置する一般社団、財団法人に係る固定資産税等の非課税処置

を追加する内容である。

　　　　質疑及び意見を終了。反対討論なし。賛成討論なし。

　　　　承認第１号長久手市税条例の一部を改正する条例については承認。
承認第２号

税務課長　　　承認第２号長久手市都市計画税条例の一部を改正する条例について説明
浅井委員　　　改正の内容（２）「負担水準が８割を超える住宅用地の課税標準を据

え置く特例を廃止すること。」とあるが、長久手市内において、負担水

準が８割を超える住宅用地はどれくらいあるか。その内の市街化区域内

の住宅用地、非市街化区域内の住宅用地はどれくらいあるか。

同資産税係長　平成24年度の宅地評価が500万㎡ほどあるなかで、小規模住宅用地
の部分が250万㎡ほどある。一般住宅用地について90万㎡ほどある。
その内８割を超えるものは、小規模住宅で９万2,000㎡ほどである。一
般住宅はまた違う。

浅井委員　　　全国的に96.2％ぐらいが負担水準が９割を超えているとのこ
とだった。長久手市内において、区画整理事業も活発だが、全国と長久
手市内においての状況の違いはどうか。そのことによって影響を受ける
市民はどのぐらいいるのか。

同資産税係長　平成24年度では、住宅用地を持っている人が9,600人ほどいる。その８割を超える水準にいる方は9,000人ほどである。

　　　　質疑及び意見を終了。反対討論なし。賛成討論なし。

　　　　承認第２号長久手市都市計画税条例の一部を改正する条例について

は承認。

委員長　　　　委員長報告は委員長と副委員長に一任確認。閉会する。

午前１１時２０分閉会　　　

以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２４年５月８日

建設環境委員会委員長　田崎あきひさ
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